
行 政

住
民
基
本
台
帳（
Ｉ
Ｃ
）カ
ー
ド
を
交
付
し
て
い
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
機
能

●
写
真
付
き
の
も
の
は
、公
的
な
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

●
全
国
の
自
治
体
で
住
民
票
の
写
し
が
交
付

で
き
ま
す
。

●
e

‒

T
ax
な
ど
の
電
子
申
請
に
必
要
な
電

子
証
明
書（
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
）に

な
り
ま
す
。

※
電
子
証
明
書
と
し
て
使
用
す
る
と
き
は
、別

途
個
人
認
証
の
登
録
が
必
要
で
す
。発
行

に
は
時
間
を
要
し
ま
す
。確
定
申
告
な
ど
で

取
得
を
希
望
す
る
人
は
、窓
口
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、早
め
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
本
人
確
認
書
類

Ⓐ
か
ら
２
点
ま
た
は
、Ⓐ
Ⓑ
か
ら
各
１
点

Ⓐ
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明

書（
運
転
免
許
証
・パ
ス
ポ
ー
ト・
身
体
障

害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
が
い
者

保
健
福
祉
手
帳
）

Ⓑ
健
康
保
険
証
、介
護
保
険
証
、年
金
手

帳
・
証
書
、預
金
通
帳
な
ど

※
Ⓐ
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、本
人
確
認
の
た
め

申
請
後
に
郵
便
で
照
会
を
行
い
ま
す
。

　

■
市
民
課（
内
線
１
０
０
）

　

■
情
報
政
策
課（
内
線
２
２
８
）

　

■
選
挙
管
理
委
員
会（
内
線
３
４
０
）

○
印
か
ん

○
顔
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
の
交
付
を
希
望
す
る
場

合
は
写
真
１
枚

（
縦
４・５㎝
×
横
３・５㎝
で
無
背
景
、無
帽
、正
面

の
６
カ
月
以
内
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
）

○
手
数
料

写
真
付
き・写
真
な
し
…
５
０
０
円

電
子
証
明
書
は
別
途
５
０
０
円

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

交
付
は
、申
請
窓
口
で
厳
格

な
本
人
確
認
を
行
う
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
デ
ジ
の
準
備
は
お
早
め
に

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
移
行
に
伴

い
、地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
７
月
24
日

に
終
了
し
ま
す
。  

県
内
で
は
、ま
だ
１
割
以
上
の
世
帯
で
地

デ
ジ
の
準
備
が
終
了
し
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
の
状
況
で
は
、ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了

間
際
に
テ
レ
ビ
を
買
い
替
え
る
人
が
急
増
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、商
品
が
品
薄
に
な
っ
た

り
、テ
レ
ビ
の
設
置
や
ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど
の

注
文
が
殺
到
し
、地
デ
ジ
移
行
に
間
に
合
わ

ず
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

地
デ
ジ
の
準
備
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ

ば
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

長
崎
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支

援
セ
ン
タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
長
崎
）

☎
０
９
５（
８
０
４
）５
５
０
０

平
日
９
時
〜
21
時

土・日・祝
日
９
時
〜
18
時

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す

期
間
　

２
月
23
日
㈬
〜
３
月
９
日
㈬

受
付
時
間
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ
　

選
挙
管
理
委
員
会
　

※
土
・
日
曜
日
は
、宿
直
室
で
縦
覧
で
き

　

ま
す
。

地デジへの
移行はお済み
ですか？

アナログ放送は
7/24まで

大串 英肇さん
おおぐし　 ひでとし

美野田 千紘さん
み　の　だ　　ち  ひろ

　

私
は
今
、防
衛
大
学
校
に
所
属
し
、ブ
ル
ー

イ
ン
パ
ル
ス
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
事
を
夢
見
て

日
々
教
育
を
受
け
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
道

を
自
ら
歩
ん
で
い
こ
う
と
す
る
ま
で
に
、さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
の
時
、突
然
父
が
白
血
病
を
患
い

高
校
１
年
生
の
時
に
他
界
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。す
べ
て
に
お
い
て
挫
折
し
そ
う
に
な
っ
た

時
、私
を
救
っ
て
く
れ
た
の
が「
友
」の
存
在
で

し
た
。私
は
父
と
い
う
大
切
な
存
在
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
代
わ
り
に
、「
友
」と
い
う
大
切
な
存

在
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で
、辛
い
こ
と

が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
私
は
今
、辛

い
過
去
も
良
き
思
い
出
に
す
る
事
が
で
き
ま

す
。そ
れ
は
共
に
乗
り
越
え
て
く
れ
た「
友
」が

い
る
か
ら
で
す
。そ
し
て
、こ
れ
か
ら
起
こ
る
で

「友は何よりも
　替えがたい財産です」
「友は何よりも
　替えがたい財産です」

平成23年大村市成人式

あ
ろ
う
試
練
も
必
ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
自
信

を
持
っ
て
い
ま
す
。「
友
」は
何
よ
り
も
替
え
が

た
い
財
産
で
す
。

　

私
だ
け
で
な
く
、こ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
、大
切
な
友
と
の
出
会
い
を

与
え
て
く
れ
た
大
村
市
は
、か
け
が
え
の
な
い

故
郷
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
試
練

に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か

し
そ
の
時
に
、必
ず
自
分
を
助
け
て
く
れ
る
人

が
い
る
は
ず
で
す
。私
た
ち
は
、試
練
を
乗
り

越
え
希
望
に
満
ち
た
未
来
に
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
色
々
な
人
と
の
出
会
い
を
、自

分
自
身
の
人
生
の
糧
と
し
、い
ろ
い
ろ
な
事
に

挑
戦
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
　
　

 

（
要
約
）

　

　

私
は
こ
れ
ま
で
、多
く
の
人
々
と
出
会
い
支

え
ら
れ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。私
が
大
き
な
壁

に
ぶ
つ
か
り
悩
ん
で
い
る
と
き
、一
緒
に
悩
み
、支

え
て
く
れ
た
の
は
共
に
育
っ
た
友
達
や
家
族
、

周
囲
の
人
で
し
た
。人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け

な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、そ
し
て
私
を
今
ま
で

育
て
て
く
れ
た
、こ
こ
ふ
る
さ
と
大
村
の
町
と

人
々
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、大
学
の
教
育
学
部
で
学
ん
で
い

ま
す
。指
導
力
を
つ
け
る
と
い
う
事
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
に
寄

り
添
っ
て
支
え
ら
れ
る
よ
う
な
教
師
に
な
る
事

を
目
指
し
て
い
ま
す
。私
は
今
、大
学
で
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
が
、笑
顔

で
仲
間
を
信
じ
、お
互
い
に
信
頼
が
な
い
と
で

き
な
い
競
技
で
す
。技
が
完
成
し
た
時
の
喜
び

は
何
も
の
に
も
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。仲
間
を
信

「ふるさと大村の
大切さを実感しています」
「ふるさと大村の
大切さを実感しています」

頼
す
る
事
の
大
切
さ
を
学
べ
た
り
、人
に
勇
気

と
元
気
、笑
顔
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
点
で
、

教
師
に
な
っ
て
か
ら
も
生
か
し
て
い
け
る
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
も

不
安
定
と
な
り
、先
の
見
え
な
い
世
の
中
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。将
来
に
希
望
が
持
て
ず
、

ど
の
道
に
進
む
べ
き
か
迷
っ
た
り
、立
ち
止
ま

り
そ
う
に
な
る
時
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
こ
そ
互
い
に
支
え
あ
っ
て
、未
来
を

切
り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
持
ち
、決
し
て
そ
れ
を

見
失
わ
な
い
よ
う
に
互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が

ら
、一
歩
ず
つ
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（

要
約
）

　

新成人の誓い新成人の誓い

か
て

久
保 

智
美
さ
ん

く
　

 

ぼ
　

 

と
も   

み

（受付※後方左から）

山田健介さん、山下順也さん、
武内拓馬さん
（前方左から）土肥エリナさん、
山﨑純奈さん、渡海芳さん

（司会）

　森悠江さん

南
遼
介
さ
ん
、田
中
ひ
か
る
さ
ん
、森
咲
子
さ
ん

中
嶋
美
穂
さ
ん
、田
添
奈
央
子
さ
ん
、平
野
樹
里
さ
ん

久
保
智
美
さ
ん
、横
町
綾
さ
ん
、出
口
早
紀
さ
ん

思
い
出
に
残
る

　
　
　

 

成
人
式
に・・・

思
い
出
に
残
る

　
　
　

 

成
人
式
に・・・

は
た
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

は
た
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

●
来
年
は
私
た
ち
が
成
人
式
を
迎
え
ま
す
！

●
私
た
ち
が
企
画
し
ま
し
た
！

　

今
年
の
成
人
式
は
、新
成
人
や
来
年
成
人
式

を
迎
え
る
皆
さ
ん
が
、思
い
出
に
残
る
式
を
企
画

し
よ
う
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
な

ど
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
を

披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

み
な
み
り
ょ
う
す
け

た  

な
か

も
り 

さ
き 

こ

な
か
し
ま   

み    

ほ

く    

ぼ  

と
も  

み

よ
こ
ま
ち 

あ
や

で  

ぐ
ち  

さ
　

き

た  

ぞ
え   

な    

お    

こ

ひ
ら  

の    

じ
ゅ  

り

やま  だ   けんすけ やま  した じゅんや

たけ うち  たく   ま

ど　い

やま さき じゅん な と  かい かおり

もり  はる　え
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行 政

■
交
通
政
策
課（
内
線
４
９
４
）

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
７
）

■
企
画
政
策
課（
内
線
２
２
２
）

■
人
事
課（
内
線
２
７
１
）

■
選
挙
管
理
委
員
会（
内
線
３
４
０
）

■
長
寿
介
護
課

大
村
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

　

４
月
24
日
㈰
執
行
予
定
の
大
村
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
　

き
　

２
月
22
日
㈫
、午
後
３
時
〜

と
こ
ろ
　

市
役
所
　

第
８
会
議
室

指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た

人
事
異
動

施
設
　

大
村
市
営
住
宅
お
よ
び
共
同
施
設

指
定
管
理
者
　

株
式
会
社
シ
ン
コ
ー

期
間
　

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日

（
５
年
間
）

担
当
課
　

建
築
住
宅
課（
内
線
４
４
１
）

（
１
月
１
日
付  

課
長
職
以
上
）

▼
市
民
生
活
部
竹
松
出
張
所
長
　

本
田
健
一

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す

市
で
は
、全
て
の
高
齢
者
を
対
象
に
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
生
き
が
い
づ
く
り
、介
護
を

要
す
る
高
齢
者
に
対
し
て
、適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
総
合
的
・
効
率
的
に
提
供
す
る
た
め
、

平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
に
向
け
た「
大

村
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画（
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
）」を
策
定
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
お
聞
き
す
る
た
め
、公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
皆
さ
ん
の

ご
意
見
）を
募
集
し
ま
す

「
大
村
市
の
新
幹
線
開
業
に
向
け
た
基

本
構
想
（案）
」に
つ
い
て
、広
く
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
意
見
・
ご
提
案
を
募
集
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

【
公
開
場
所
】

交
通
政
策
課
内
新
幹
線
推
進
室
、市
役
所

情
報
コ
ー
ナ
ー
、各
住
民
セ
ン
タ
ー
、市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
意
見
を
提
出
で
き
る
人
】

○
市
内
に
在
住
、在
勤
、在
学
の
人

○
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す
る
人
、

法
人
、団
体

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に
係
る
事
案
に

利
害
関
係
が
あ
る
人
、法
人
、団
体

【
応
募
方
法
】

タ
イ
ト
ル
を「
大
村
市
の
新
幹
線
開
業
に
向

け
た
基
本
構
想
（案）
に
つ
い
て
」と
し
て
、住

所
・
氏
名
・
ご
意
見
を
記
入
の
う
え
、直
接

持
参
す
る
か
郵
送
、E
メー
ル
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。様
式
は
自
由
で
す
。

【
応
募
先
】

〒
８
５
６‐８
６
８
６（
住
所
不
要
）交
通
政
策
課

　

 koutsuu@
city.om

ura.lg.jp

【
募
集
期
限
】
　

２
月
18
日
㈮

【
注
意
事
項
】

○
匿
名
・
電
話
か
ら
の
ご
意
見
・ご
提
案
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。ま
た
、個
別
に
は
回
答
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
ご
意
見
・ご
提
案
は
、個
人
情
報
を
除
き
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

消
防
出
初
式
表
彰

１ 

県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
　

▽
中
嶋
拓
介
○本 

▽
竹
末
学

⑭
▽
竹
村
一
郎
②
▽
藤
﨑
正
⑥
▽
雄
鹿
弘
志
⑦
▽

馬
場
和
宏
⑧
▽
浦
川
勝
也
⑬

２ 

県
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
有
功
章
　

▽
開
田
浩
幸
⑩
▽
井
川
武
利
⑮

▽
野
口
博
二
④
▽
福
井
盛
茂
⑧
▽
森
栄
次
郎
⑫
▽

山
口
弘
宣
⑬
▽
永
田
弘
美
⑭

有
功
章
　

▽
出
口
修
③
▽
松
浦
達
也
⑨
▽
中
嶋

大
介
⑩
▽
久
保
強
⑮
▽
梅
木
健
浩
②
▽
辻
本
直

樹
⑩
▽
石
川
一
法
⑪
▽
今
道
幸
夫
⑪
▽
山
本
治
義

⑪
▽
高
月
耕
一
⑫
▽
中
嶋
志
朗
⑫
▽
小
佐
々
照
雄

⑬
▽
加
藤
竜
次
⑭
▽
溝
道
和
弘
⑭
▽
吉
田
浩
二
⑬

30
年
精
続
章
　

▽
山
浦
弘
之
○本

20
年
精
続
章
　

▽
野
口
博
二
④
▽
村
井
良
民
⑪
▽

増
田
浩
之
⑤
▽
木
村
博
美
⑦
▽
田
中
辰
明
⑫
▽

黒
川
哲
男
④
▽
松
永
秋
博
⑥
▽
中
嶋
志
朗
⑫
▽

三
岳
千
利
⑬
▽
本
村
光
之
⑭
▽
吉
田
浩
二
⑬

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
　

▽
神
近
博
明
⑧
▽

井
手
浩
⑮
▽
塚
原
正
夫
③
▽
山
口
勝
美
⑩
▽
開

恒
和
⑫
▽
岩
﨑
照
美
⑬
▽
松
添
啓
二
⑮
▽
御
厨

哲
治
②
▽
川
瀬
博
之
⑧
▽
濵
本
翔
吾
⑨
▽
池
田

和
則
⑩
▽
津
田
貴
典
⑧
▽
原
和
裕
⑩
▽
関
定
⑪

▽
生
野
茂
芳
⑪
▽
田
峰
務
⑪
▽
山
道
俊
浩
⑪
▽

森
昭
博
⑫
▽
溝
嶋
一
郎
⑬
▽
水
島
弘
一
⑬
▽
井
手

浩
幸
⑮
▽
中
島
文
雄
⑥
▽一
瀬
方
充
⑦
▽
山
田
義

則
⑨
▽
松
添
隆
夫
⑪
▽
野
川
寿
信
⑫
▽
朝
長
義

夫
⑭

３ 

市
長
表
彰

30
年
勤
続
章
　

▽
山
浦
弘
之
○本

25
年
勤
続
章
　

▽
中
嶋
拓
介
○本
▽
開
田
浩
幸
⑩

▽
竹
末
学
⑭
▽
竹
村
一
郎
②
▽
藤
﨑
正
⑥
▽
雄
鹿

弘
志
⑦
▽
馬
場
和
宏
⑧
▽
福
地
徹
⑬
▽
浦
川
勝

也
⑬

15
年
勤
続
章
　

▽
井
川
武
利
⑮
▽
麻
生
孝
洋
③

▽
中
嶋
大
介
⑩
▽
梅
木
健
浩
②
▽
山
本
治
義
⑪
▽

溝
道
和
弘
⑭
▽
加
藤
竜
次
⑭
▽
杉
島
茂
春
⑤
▽

大
塚
真
一
⑦
▽
内
田
良
太
⑦
▽
堀
内
英
雄
⑧
▽
辻

哲
哉
⑩
▽
辻
敏
憲
⑪
▽
平
野
道
広
⑪
▽
小
下
晃

弘
⑫
▽
田
平
浩
幸
⑫
▽
山
口
稔
⑫
▽
山
下
秀
俊

⑫
▽
福
田
健
一
⑬
▽
田
川
博
樹
⑬
▽
川
本
安
弘
⑭

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
　

県
消
防
協
会
長
表

彰
と
同
様
▽
（故）
永
田
正
利
⑭

一
般
協
力
者
に
対
す
る
感
謝
状
　

▽
湯
田
一
雄
▽

藤
本
栄
▽
朝
長
邦
彦

無
火
災
分
団
　

▽
第
８
分
団
▽
第
10
分
団
▽
第

11
分
団

４ 

消
防
団
長
表
彰

10
年
勤
続
章
　

▽
吉
村
克
子
○本
▽
大
城
直
美
○本

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
　

市
長
表
彰
と
同
様

優
良
分
団
　

▽
第
3
分
団
▽
第
9
分
団
▽
女
性

消
防
団

優
良
団
員
　

▽
中
嶋
昭
広
⑬
▽
竹
末
学
⑭
▽
福

田
良
浩
⑬
▽
田
口
宣
昌
⑬
▽
南
雅
浩
⑭
▽
瀬
戸
口

亨
⑬
▽
浦
山
淳
介
⑬
▽
江
口
友
和
⑭
▽
森
秀
仁
⑭

　
（
○
内
の
数
字
は
所
属
分
団
、○本
は
団
本
部
の
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（
敬
称
略
）

※
消
防
出
初
式
へ
の
団
員
の
参
加
を
快
く
ご
協
力
い
た
だ
き

　

ま
し
た
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
　

き

２
月
14
日
㈪

15
日
㈫

17
日
㈭

18
日
㈮

21
日
㈪

22
日
㈫

24
日
㈭

25
日
㈮ 　

　

と 

こ 

ろ

三
浦
住
民
セ
ン
タ
ー

市
コ
ミ
セ
ン

鈴
田
住
民
セ
ン
タ
ー

中
地
区
公
民
館

萱
瀬
住
民
セ
ン
タ
ー

竹
松
　
　

〃

福
重
　
　

〃

松
原
　
　

〃1
@0
７
３
０
１

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
〜

　

３
時
30
分

市内の交通事故発生状況 12月末現在　※（　）内は前年同期比

▼人身事故 532件 （－30） ▼ 死　　者 5人 （＋1）

▼負 傷 者 697件 （－31） ▼ 物損事故 1,458件 （－2）

�広報おおむら  2011年2月号



行 政

■
交
通
政
策
課（
内
線
４
９
４
）

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
７
）

■
企
画
政
策
課（
内
線
２
２
２
）

■
人
事
課（
内
線
２
７
１
）

■
選
挙
管
理
委
員
会（
内
線
３
４
０
）

■
長
寿
介
護
課

大
村
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

　

４
月
24
日
㈰
執
行
予
定
の
大
村
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
　

き
　

２
月
22
日
㈫
、午
後
３
時
〜

と
こ
ろ
　

市
役
所
　

第
８
会
議
室

指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た

人
事
異
動

施
設
　

大
村
市
営
住
宅
お
よ
び
共
同
施
設

指
定
管
理
者
　

株
式
会
社
シ
ン
コ
ー

期
間
　

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日

（
５
年
間
）

担
当
課
　

建
築
住
宅
課（
内
線
４
４
１
）

（
１
月
１
日
付  

課
長
職
以
上
）

▼
市
民
生
活
部
竹
松
出
張
所
長
　

本
田
健
一

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す

市
で
は
、全
て
の
高
齢
者
を
対
象
に
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
生
き
が
い
づ
く
り
、介
護
を

要
す
る
高
齢
者
に
対
し
て
、適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
総
合
的
・
効
率
的
に
提
供
す
る
た
め
、

平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
に
向
け
た「
大

村
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画（
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
）」を
策
定
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
お
聞
き
す
る
た
め
、公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
皆
さ
ん
の

ご
意
見
）を
募
集
し
ま
す

「
大
村
市
の
新
幹
線
開
業
に
向
け
た
基

本
構
想
（案）
」に
つ
い
て
、広
く
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
意
見
・
ご
提
案
を
募
集
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

【
公
開
場
所
】

交
通
政
策
課
内
新
幹
線
推
進
室
、市
役
所

情
報
コ
ー
ナ
ー
、各
住
民
セ
ン
タ
ー
、市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
意
見
を
提
出
で
き
る
人
】

○
市
内
に
在
住
、在
勤
、在
学
の
人

○
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す
る
人
、

法
人
、団
体

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に
係
る
事
案
に

利
害
関
係
が
あ
る
人
、法
人
、団
体

【
応
募
方
法
】

タ
イ
ト
ル
を「
大
村
市
の
新
幹
線
開
業
に
向

け
た
基
本
構
想
（案）
に
つ
い
て
」と
し
て
、住

所
・
氏
名
・
ご
意
見
を
記
入
の
う
え
、直
接

持
参
す
る
か
郵
送
、E
メー
ル
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。様
式
は
自
由
で
す
。

【
応
募
先
】

〒
８
５
６‐８
６
８
６（
住
所
不
要
）交
通
政
策
課

　

 koutsuu@
city.om

ura.lg.jp

【
募
集
期
限
】
　

２
月
18
日
㈮

【
注
意
事
項
】

○
匿
名
・
電
話
か
ら
の
ご
意
見
・ご
提
案
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。ま
た
、個
別
に
は
回
答
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
ご
意
見
・ご
提
案
は
、個
人
情
報
を
除
き
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

消
防
出
初
式
表
彰

１ 

県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
　

▽
中
嶋
拓
介
○本 

▽
竹
末
学

⑭
▽
竹
村
一
郎
②
▽
藤
﨑
正
⑥
▽
雄
鹿
弘
志
⑦
▽

馬
場
和
宏
⑧
▽
浦
川
勝
也
⑬

２ 

県
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
有
功
章
　

▽
開
田
浩
幸
⑩
▽
井
川
武
利
⑮

▽
野
口
博
二
④
▽
福
井
盛
茂
⑧
▽
森
栄
次
郎
⑫
▽

山
口
弘
宣
⑬
▽
永
田
弘
美
⑭

有
功
章
　

▽
出
口
修
③
▽
松
浦
達
也
⑨
▽
中
嶋

大
介
⑩
▽
久
保
強
⑮
▽
梅
木
健
浩
②
▽
辻
本
直

樹
⑩
▽
石
川
一
法
⑪
▽
今
道
幸
夫
⑪
▽
山
本
治
義

⑪
▽
高
月
耕
一
⑫
▽
中
嶋
志
朗
⑫
▽
小
佐
々
照
雄

⑬
▽
加
藤
竜
次
⑭
▽
溝
道
和
弘
⑭
▽
吉
田
浩
二
⑬

30
年
精
続
章
　

▽
山
浦
弘
之
○本

20
年
精
続
章
　

▽
野
口
博
二
④
▽
村
井
良
民
⑪
▽

増
田
浩
之
⑤
▽
木
村
博
美
⑦
▽
田
中
辰
明
⑫
▽

黒
川
哲
男
④
▽
松
永
秋
博
⑥
▽
中
嶋
志
朗
⑫
▽

三
岳
千
利
⑬
▽
本
村
光
之
⑭
▽
吉
田
浩
二
⑬

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
　

▽
神
近
博
明
⑧
▽

井
手
浩
⑮
▽
塚
原
正
夫
③
▽
山
口
勝
美
⑩
▽
開

恒
和
⑫
▽
岩
﨑
照
美
⑬
▽
松
添
啓
二
⑮
▽
御
厨

哲
治
②
▽
川
瀬
博
之
⑧
▽
濵
本
翔
吾
⑨
▽
池
田

和
則
⑩
▽
津
田
貴
典
⑧
▽
原
和
裕
⑩
▽
関
定
⑪

▽
生
野
茂
芳
⑪
▽
田
峰
務
⑪
▽
山
道
俊
浩
⑪
▽

森
昭
博
⑫
▽
溝
嶋
一
郎
⑬
▽
水
島
弘
一
⑬
▽
井
手

浩
幸
⑮
▽
中
島
文
雄
⑥
▽一
瀬
方
充
⑦
▽
山
田
義

則
⑨
▽
松
添
隆
夫
⑪
▽
野
川
寿
信
⑫
▽
朝
長
義

夫
⑭

３ 

市
長
表
彰

30
年
勤
続
章
　

▽
山
浦
弘
之
○本

25
年
勤
続
章
　

▽
中
嶋
拓
介
○本
▽
開
田
浩
幸
⑩

▽
竹
末
学
⑭
▽
竹
村
一
郎
②
▽
藤
﨑
正
⑥
▽
雄
鹿

弘
志
⑦
▽
馬
場
和
宏
⑧
▽
福
地
徹
⑬
▽
浦
川
勝

也
⑬

15
年
勤
続
章
　

▽
井
川
武
利
⑮
▽
麻
生
孝
洋
③

▽
中
嶋
大
介
⑩
▽
梅
木
健
浩
②
▽
山
本
治
義
⑪
▽

溝
道
和
弘
⑭
▽
加
藤
竜
次
⑭
▽
杉
島
茂
春
⑤
▽

大
塚
真
一
⑦
▽
内
田
良
太
⑦
▽
堀
内
英
雄
⑧
▽
辻

哲
哉
⑩
▽
辻
敏
憲
⑪
▽
平
野
道
広
⑪
▽
小
下
晃

弘
⑫
▽
田
平
浩
幸
⑫
▽
山
口
稔
⑫
▽
山
下
秀
俊

⑫
▽
福
田
健
一
⑬
▽
田
川
博
樹
⑬
▽
川
本
安
弘
⑭

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
　

県
消
防
協
会
長
表

彰
と
同
様
▽
（故）
永
田
正
利
⑭

一
般
協
力
者
に
対
す
る
感
謝
状
　

▽
湯
田
一
雄
▽

藤
本
栄
▽
朝
長
邦
彦

無
火
災
分
団
　

▽
第
８
分
団
▽
第
10
分
団
▽
第

11
分
団

４ 

消
防
団
長
表
彰

10
年
勤
続
章
　

▽
吉
村
克
子
○本
▽
大
城
直
美
○本

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
　

市
長
表
彰
と
同
様

優
良
分
団
　

▽
第
3
分
団
▽
第
9
分
団
▽
女
性

消
防
団

優
良
団
員
　

▽
中
嶋
昭
広
⑬
▽
竹
末
学
⑭
▽
福

田
良
浩
⑬
▽
田
口
宣
昌
⑬
▽
南
雅
浩
⑭
▽
瀬
戸
口

亨
⑬
▽
浦
山
淳
介
⑬
▽
江
口
友
和
⑭
▽
森
秀
仁
⑭

　
（
○
内
の
数
字
は
所
属
分
団
、○本
は
団
本
部
の
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（
敬
称
略
）

※
消
防
出
初
式
へ
の
団
員
の
参
加
を
快
く
ご
協
力
い
た
だ
き

　

ま
し
た
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
　

き

２
月
14
日
㈪

15
日
㈫

17
日
㈭

18
日
㈮

21
日
㈪

22
日
㈫

24
日
㈭

25
日
㈮ 　

　

と 

こ 

ろ

三
浦
住
民
セ
ン
タ
ー

市
コ
ミ
セ
ン

鈴
田
住
民
セ
ン
タ
ー

中
地
区
公
民
館

萱
瀬
住
民
セ
ン
タ
ー

竹
松
　
　

〃

福
重
　
　

〃

松
原
　
　

〃1
@0
７
３
０
１

※
時
間
は
い
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市内の交通事故発生状況 12月末現在　※（　）内は前年同期比
▼人身事故 532件 （－30） ▼ 死　　者 5人 （＋1）

▼負 傷 者 697件 （－31） ▼ 物損事故 1,458件 （－2）
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